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リスクに関する信頼区間について

1.リスク比の信頼区間

2.リスク差の信頼区間

3.オッズ比の信頼区間
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リスク差とリスク比

表．断面研究での四分表
―――――――――――

疾患
要因 あり なし 計
―――――――――――
あり ａ ｂ ｘ
なし ｃ ｄ ｙ
―――――――――――
計 ｍ ｎ Ｎ
―――――――――――

●曝露グループ ：有病割合ｐ1＝ａ/ｘ

●非曝露グループ：有病割合ｐ0＝ｃ/ｙ
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リスク差とリスク比の定義

●リスク差 risk difference，RD

RD＝曝露群の有病割合－非曝露群の有病割合

＝ｐ1－ｐ0＝ａ/ｘ－ｃ/ｙ

●リスク比 risk ratio，RR

曝露群の有病割合 ｐ1 ａｙ
RR＝――――――――――＝――＝――

非曝露群の有病割合 ｐ0 ｃｘ
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リスク比の期待値と分散

●リスク比RRの母集団でのリスク比（母リスク
比）をφ，リスク比の対数log RR：

期待値E(log RR)＝logφ

１ １ １ １
分散V(log RR)＝ ―－―＋―－―

ａ ｘ ｃ ｙ

分散Variance：分布のばらつき具合の指標。

推定値の場合，推定の誤差の程度を示す。
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標準化と正規近似

・対数リスク比log RR：

平均logφ，分散V(log RR)：

標準正規分布に従うものと仮定

・標準誤差 Standard Error：
SE(log RR)＝√V(log RR)

・標準化：平均０，分散１に変換

log RR－logφ
ｚ＝―――――――

SE(log RR)
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標準正規分布と95％信頼区間

標準化した得点ｚは，標準正規分布に従うと
仮定する。データが無作為に抽出された場合，
ｚが95％確実に含まれる範囲は：

-1.96＜ｚ＜1.96

・母リスク比φについて解くと，

RR・exp[±1.96 ×SE(log RR)]
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標準正規分布 （両側１％は2.58）
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信頼区間の意味

●95％信頼区間とは？

同一の調査（標本数），同一の計算方法を用い
た場合，推定した信頼区間の中に，100回中95
回は実際の母リスク比が正しく入る。

・99％信頼区間ならば，100回中99回は入る。

リスク比の99％信頼区間：

RR・exp[±2.58 ×SE(log RR)]
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リスク比の信頼区間の例（再）
表．飲酒習慣と高血圧の既往
―――――――――――

高血圧の既往
飲酒 あり なし 計 ・飲酒群：
―――――――――――
あり 8 70 78 ｐ1＝8/78＝0.103
なし 41 181 222
――――――――――― ・非飲酒群：
計 49 251 300

――――――――――― ｐ0＝41/222＝0.185

●リスク差RD＝ｐ1－ｐ0＝-0.082
●リスク比RR＝ｐ1／ｐ0＝ 0.555
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母リスク比φの95％信頼区間の計算

●母リスク比φの点推定値：0.555

●対数リスク比の分散：

V(log RR)＝1/8－1/78＋1/41－1/222

＝0.132

・標準誤差SE(log RR)＝√0.132＝0.363

0.555×exp[±1.96×0.363]を計算。

→ 0.272＜母リスク比φ＜1.132
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リスク差の期待値と分散

●リスク差RDの母集団でのリスク差をδ：

期待値E(RD)＝δ

ａｂ ｃｄ
分散V(RD)＝――＋――

ｘ3 ｙ3

標準化を行い，正規近似を用いる。
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母リスク差の信頼区間

・95％信頼区間：

RD±1.96 ×SE(RD)

・99％信頼区間：

RD±2.58 ×SE(RD)
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母リスク差δの95％信頼区間の計算

・リスク差δの点推定値は，-0.082

・リスク差の分散：

V(RD)＝8×70/783＋41×181/2223

＝0.001858331

⇒ 標準誤差SE(RD)＝0.0431

-0.082±[1.96×0.0431]を計算。

→ -0.1665＜母リスク差δ＜0.0025
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母オッズ比の信頼区間の推定

表．患者－対照研究での四分表
―――――――――――――

要因
あり なし 計

―――――――――――――
患者群 ａ ｂ ｘ
対照群 ｃ ｄ ｙ
―――――――――――――
計 ｍ ｎ Ｎ

―――――――――――――
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オッズ比の信頼区間

●オッズ比 odds ratio，OR＝ａｄ／ｂｃ

母オッズ比ψ：

期待値E(log OR)＝log ψ

分散V(log OR)＝1/ａ＋1/ｂ＋1/ｃ＋1/ｄ

●母オッズ比の95％信頼区間：

OR・exp[±1.96・√V(log OR)]
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オッズ比の計算例（再掲）

表．膀胱癌と喫煙の関係
―――――――――――――

喫煙習慣
あり なし 計

―――――――――――――
患者群 284 69 353
対照群 261 114 375
―――――――――――――

284×114
オッズ比＝―――――＝1.798

69×261
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オッズ比の信頼区間の計算例

・膀胱癌に対する喫煙のオッズ比：1.798

分散V(log OR)＝1/284+1/69+1/261+1/114

＝0.030617...

exp(1.96×√0.030617）＝exp(0.342956..)

＝1.4091...

95％信頼区間の下限：1.798／1.4091＝1.276
95％信頼区間の上限：1.798×1.4091＝2.534
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練習問題

以下の表から，喫煙の有無による高血圧症
の既往のリスク比とリスク差を求め，さら
に母リスク差の95％信頼区間を求めよ。

表．喫煙習慣と高血圧の既往
―――――――――――

高血圧の既往
喫煙 あり なし 計
―――――――――――
あり 38 62 100
なし 10 90 100
―――――――――――


